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 第 25 回定期総会レポ 

           

小島 武雄 

５月１９日（火）10 時から第 25 回通常総会が

奈良市西部公民館にて開催されました。 

〈会長挨拶〉 

お忙しい所、総会に参加いただきありがとうござ

います。２５年半を過ぎて、諸先輩はじめ皆さんのご

協力と多くの助成もいただきながら、今日まで活動

できていることに心から感謝します。2020 年 3 月

をピークに会員数は減少してきましたが、この一年

は一定数の入会もあり、高齢化・少数化は踏みとど

まっています。そして、ならやまプロジェクト参加者は

６０〜７０名／日で推移し、里山保全は適切に継続

できており、また有志のご努力により各種イベントや

近隣小学校への学習支援をはじめ、地域貢献活動

も以前と変わらないレベルで、実施できています。 

まだまだ若いとの気持ちで、これからも素晴らし

仲間とともに活動できる幸せを大切に、再生された

里山を次世代に残し引き継いでいくために優先す

べき活動を見極めながら、「明るく 楽しく 無理を

せず」に効率的な活動を心がけたいと考えておりま

す。 

総会は会員のためにあり、「力をあわせる」意義

やその目的、具体的な事柄について一緒に考える

ことができればと思います。 

〈議事〉 

はじめに、出席人数３９名、委任状提出者５０名、

合計８９名となり現在の会員数（１２７名）の過半数

を満たし、総会が成立することが報告されました。 

議長は司会を務めている三瀬さんが兼任するこ

とについて諮られ、承認された後、議事進行に移り

ました。 

先ず、第 1 号議案「役員改選の件」任期満了に

つき改めて幹事候補者 16 名の紹介が行われ、全

員選任が承認されました。引き続き監査役について

も前任の中川さんを再任することで承認されました。

新幹事の合意のもとで、会長は再任、副会長、会計

に つ い て も

再任すること

に つ い て 報

告 さ れ ま し

た 。 ま た 、 退

任 幹 事 ２ 名

が 紹 介 さ れ

会 長 か ら 慰

労の言葉がありました。 

続いて、第 2 号議案「活動報告、（２５期実績と

２６期計画）の件」について、全体説明に引き続き、

ならやまプロジェクトおよび各グループからの説明

がありました。里山グループからは里山林の中長期

の展望についてプロジェクタを使用したわかりやす

い説明があ

りました。ア

ダ プ ト プ ロ

グ ラ ム の 内

容について

質問があり、

会長から説

明 さ れ ま し

た。その後、活動報告について諮られ、全員拍手の

下で承認されました。 

次に、第 3 号議案「第２５期２０２５年度収支報告

及び第２６期２０２６年度予算」について、別紙資料

をもとに会長から説明があり、承認されました。 

総会は 11 時 20 分に終了し、その後、みんなで

歌おう「夏は来ぬ」の合唱でお開きに。 

場所を変え、新大宮「かごの屋」で１２時３０分か

ら 懇 親 会 が

開催されまし

た。 ３ ３ 名 が

参 加 、 昼 席

で し た が グ

ル ー プ 活 動

の 範 囲 を 超

え て 多 い に

盛り上がりました。 
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組織体制変更のお知らせ 

千載 輝重 

 先般開催された第 25 回通常総会において役員改選が行われ、新たな幹事による５月 26 日

開催の幹事会において、新組織体制について承認されましたのでお知らせいたします。役員一

同、会の円滑な運営に努めてまいりますので、皆さまのご協力のほどお願い申し上げます。 

 

奈良・人と自然の会　組織体制表 2026.5.26

＜役員＞

幹事 青木芳、有元、内河、太田、尾崎、清原正、小島、千載、高間、田中善、戸田、冨井、

豊田、福田、三瀬、山本隆・・・16名

監査役 中川徹

＜役職＞

会長 千載

副会長 冨井、小島

会計 尾崎、有元

顧問 鈴木

参与

＜組織＞

部門 部長 グループ GL チーフ

総務部 千載

事務 田中善 青木幸、戸田

助成金事業 小島

会計 尾崎 会計・出納 有元

広報 田中善 会報誌 青木幸

HP 尾崎

ならやま事業部 冨井

管理 冨江、青木幸

里山 山本隆 副リーダー 清原正、平山

エコ 青木芳 副リーダー 足立、池山玲、佐竹、冨江、梨本、三瀬、吉村、

景観 内河 副リーダー 太田、田中善、宝田

パトロール 小島 副リーダー 高間

果樹 有元 副リーダー 尾崎、豊田

自然文化部門

月例 冨井 副リーダー 戸田、青木幸

自然教室 小島 副リーダー
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すがすがしい新緑の季節と言いたいけれど、早くも真夏日

が頻出、熱中症が話題になっている。突然の雷雨や突風のニ

ュースはまさに亜熱帯を思わせる。そんな中での平城京跡休

耕田の草刈り。気温は少し高かったが風もあり比較的湿度も

低かったので助かった。 

田植えをはじめ農繁期を控え、佐保自然の森の草刈りも予

定している。雑草の勢いもますます強くなる中、明るく楽し

く「ちょっと無理をして」となるが、健康と安全第一でお互

いを気遣いながら効率的に活動したい。 

 

 

 

6 月の活動特記事項 活動日：4（木），11（木）, 18（木），25（木） 

6 月 4 日（木） ：協働活動（佐保台小農事体験（田植え）） 

６月 11 日（木）：協働活動（シイタケ榾木の本伏せ・天地返し、アダプトプログラム） 

6 月 25 日（木）：感謝祭（雨天：翌 7 月 2 日（木）） 

 

6 月の各グループ活動予定 

活動日：毎週木曜日 9：00～15：00

前日の 17 時発表の気象庁予報（NHKTV（奈良）19 時前放送）

の天気予報で、奈良県北部の午前中の降雨確率 60％以上の場合

は翌日に順延、翌日も同予報であれば中止。 

グループ 活 動 予 定 

里 山 里山林内整備（No.４チッパー処理、枯損木処理、下草刈り） 

薪割り 

エコファーム 田植え（佐保台小農事体験を含む）、畦周辺を含む水田管理 

感謝祭対応（じゃが芋掘り、カレー、サラダの準備など） 

野菜の収穫、鹿害予防ネットの整備 

景 観 整備：梅畑・第 3 駐車場・彩の森の草刈り 

ビオ：池・水路の景観保全・整備、タナゴ生育状況定期調査 

花： アジサイ園・道路沿い花壇の草引き 

パトロール 1～3 コースパトロール、観察路草刈り 

丸太階段ロープ整備 

果 樹 梅・アンズ・スモモ・紫蘇の収穫、柿の摘果、果樹講習会 

実りの森とコンニャク畑の除草、ブルーベリーの鳥除けネットの設置 

 
 
  
 
 
 

ならやまプロジェクト

植え替えられたナンジャモンジャ（ヒトツバタゴ）が

元気に花を咲かせていた（BC 裏にて 4 月 30 日） 
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冨井 忠雄 

4 月 24 日（金） 曇り後晴れ 37 名 

前日の雨により参加者が少なかった。 

里山 G は No.18 区画の林内整備、桜の枯死

木の伐採、片付けと灌木処理、薪割り、椎茸収

穫など。エコ G はほうれん草、レタスなどの収

穫、里芋の植え付け、ジャガイモなど雑草取り。

景観 G は BC 及び西側エリアの草刈りと次週の

草刈りの準備など。花班は第一駐車場横の花壇

の草引き。ビオ班は緑陰広場～ビオエリア間の

水路点検、補修、草刈り。パトロール G は観察

路 1 コースのパトロール、安全ロープの張り直

し、刈り払い機の点検、希少植物の見守りなど。

果樹 G はイチジクの周辺の除草、コンニャクの

畝作り、サクランボに防鳥ネット設置。 

4 月 30 日（木）雨 33 名 

前日の天気予報の降水確率は 50％であった

が 33 名が参加。佐保自然の森の草刈りを予定

していたが雨のため延期。各 G の自主活動とし

た。 

里山 G は椎茸の収穫、刈払い機のチップソー

の目立て。エコ G は畑の除草、ハウス内の野菜

苗に水やりなど。景観 G、花班は雨のため中止。

ビオ班は雨のため待機、活動なし。パトロール

G は BC 前の草刈り、観察路補修用丸太階段を

移動、危険枯木に危険表示テープの取り付け６

か所など。果樹 G はコゴミ、ウド、フキの収穫。 

 

５月７日（木）晴れ 83 名+6 名（見学） 

景観 G 中心で 15 名が平城京跡休耕田の草刈

りを行う。 

うみの森ほいくえん から 6 名見学来訪。 

里山 G は No.18 区画の枯死木の伐採、片付

け、薪割り、自然林の梯子階段更新の協力など。

エコ G は小松菜、ニラ、玉ねぎなど収穫、里芋、

カボチャ苗の植付け、ジャガイモの土寄せなど。

景観 G は平城京跡草刈り。花班は駐車場横花壇

の草引き。ビオ班は平城京跡草刈り。パトロー

ル G は観察路３コースのパトロール、桜山の枯

木伐採、エントランス花壇の草取り、観察路の

階段のやり替えなど。果樹 G はコンニャク芋、

山芋の植付け、実りの森の整理と清掃、アカシ

ソの植付け、イチジクへ鶏糞の施肥など。 

5 月 14 日（木）晴れ 68 名 

午前中、15 名が参加して平城京跡休耕田の

草刈り、協働活動でアダプトプログラムを行う。 

里山 G は皆伐地付近の枯損木の伐採処理、薪

割り、草刈り、階段設置作業、コナラ苗補植。 

エコ G は大根、レタス、ソラマメ、玉ねぎの収

穫、サツマイモ畑の準備、畑の除草作業と整備。

景観 G は平城京跡の草刈り。花班は山野草園の

草引き。ビオ班は平城京跡の草刈り、チッパー

機・運搬車のオイル交換。パトロール G はアダ

プトプログラム、ミーティング、雑草取り、尾

根道の階段周辺整備。果樹 G は新田さんによる

果樹講習。小梅、コゴミの収穫、実りの森除草。 
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景観グループ 

ならやまの眺め 

田中 善英 

 景観グループはならやまの景観を保全、維持

し、活動参加者はもとより、地域のみなさんの

憩いの場を作ることを目指して活動しています。 

 景観とはなんでしょうか？ AI に聞いてみ

ました。景観とは単にそこにある自然や建物の

見た目だけではなく、それを見る人間が「美し

い」「懐かしい」といった感情や地域の歴史・文

化を感じ取ることができる眺めのことだそうで

す。その場所を見て人間が感じることが大事と

のことで、納得です。 

昔、ならやまは笹や草が生い茂り、とても人

間が近づけない場所になっていたそうです。そ

れが今、ベースキャンプから周りを眺めると、

昔見たような懐かしい風景が広がっていて、季

節の花を美しいと感じ、また、懐かしいと感じ

る場所になっています。活動参加者が美しいと

思う、美しいと感じることを大切にした結果で

す。この景観を今の形に留めるには、美しい物

を残し、そうでないもの（例えば雑草）は刈り

取る必要があります。でも、それでいいのでし

ょうか？ そうでないものを一方的に決めつけ

ていませんか？ 

これから雑草との戦いの季節です。ならやま

に来るたびに刈払機を相棒に雑草を刈り取って

います。雑草は刈っても刈っても、すぐに生え

てくるので切りがありません。体力の限界もあ

り、正面切って雑草と戦うより、共存すること

はできないのかなと考える時が多くなってきま

した。 

雑草にも名前があります。きれいな花も咲か

せます。また、いろんな生き物や昆虫の隠れ家

にもなっています。刈払機で刈り取る前に、ち

ょっと考えて、美しい物、残したい物を見つけ

て、少しでも刈り取る量を減らしたいなと思い

ます。 

果樹グループ 

猫好きな私 

        矢野 かつみ 

 我が家に猫のいなかった時がなかった程、猫

が好きです。 

 心に残っているのは、自転車通勤をしていた

頃、そんな私を自宅から 50ｍ離れた場所でい

つも待っていてくれた猫。また、17 年以上も生

きていた真っ白な猫。雄なのに自分の子でもな

い赤ちゃん猫の世話をする、とてもやさしい猫

でした。いよいよ命の灯がなくなろうとする時、

何も食べなくなりましたが、それでも私は、何

とか生かそうと、病院で点滴をしてもらい、そ

の時医者から「そっとしておいてあげなさい」 

と言われました。その後１週間目に亡くなりま

した。長く家族同然に暮

らしてきたのでペット

ロスはすごかったのを

覚えています。 

１年余りたって、畑で捨てられていた子猫を

自宅に連れて帰り、飼うことにしました。名前

は雄だったので「くらちゃん」としました。家

のテラスで２年くらい過ごしていましたが、雄

ネコだったので、けんかをして負けてしまい、

その日からは、自宅周辺では、探しても見つか

りませんでした。 

 しかし、１年余り過ぎた頃、自宅のガレージ

の車の下で、猫の鳴き声がしたので、覗いて見

ると、なんと我が家の「くらちゃん」でしたの

で、ビックリしま

した。大きく成長

していました。 

夕方になるとま

た、どこかへ行っ

てしまいました。 

 つい先週、また、「くらちゃん」が我が家に姿

を見せて、少し休むと出ていきました。我が家

はこの猫の通り道になったみたいです。 
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内河 洋文 

平城宮跡東院庭園南側の休耕田の草刈りは、

当会の協働活動の一環として、毎年春と秋の年

2 回実施している。その休耕田で「遺跡」が発

見され、その発掘調査が最近まで行われていた

関係で、今年の春は草刈り対象面積が昨年まで

の 5734 ㎡から 3080 ㎡と少なくなった。 

ゴ ー ル

デンウィ

ーク明け

の 5 月 7

日、天気

予報は晴

れ、最高

気温は27

度になるらしい。9 時に 15 名がベースキャン

プを出発、９時 30 分に現場で集合写真を撮っ

て作業開始です。曇り空の所々青空が見える、

草刈りにはちょうど良い気候です。皆がそれぞ

れの持ち場で草刈りが始まった。あれれー、田

んぼの中は水溜りがあちらこちらに。自走式の

草刈り機スパイダーの担当者から、これでは草

刈りが出来ないと。やむなく水溜りのある場所

は刈払機で対応することとした。それでもメン

バーはお馴染みの勝手知ったなんとやら、つん

ざくような唸り声を上げながら、刈払機がどん

どん若い雑草を刈り込んでいく。 

10 時 を

過ぎる頃に

は日差しが

強くなり、

暑さとまだ

草刈り仕様

の身体にな

っていないせいか、休憩をする人が増えてきた。

各自の体力に応じて休み休みの作業となった。 

とはいえ、作業面積が少ないこともあってか、

11 時頃にはだいぶメドが立ち、午前中で作業

が終わりそう

な勢いだ。早

めの昼食を取

り暫し休憩し

た後、残りの

部分と刈り残

した部分を見

直し、1 時前に作業を終えることができた。 

ふと北側の今春の草刈り対象でないエリア

を見渡すと、雑草がかなり生えているので、県

と相談し次の週に草刈りをすることになった。 

ベースキャンプに戻り、使用した什器の清掃

を行い、来週の事前準備を済ませ解散となった。

来週も天気になぁぁれ！！ 

という訳で 5 月 7 日に引き続き今日 5 月 14

日「平城宮跡休耕田」の草刈りです。雲ひとつ

無い 5 月の空の下、15 名の皆さんが早速刈り

場に散って行った。暑さ予想とは反対に爽やか

な風が出てきた。草刈りの対象面積は 2912 ㎡

と少ないこともあり、10 時過ぎにはメドも立

ち、全員で休憩した後、残りの部分と刈り残し

の対応に当たった。自走式草刈機は色々工夫し

て刈り残しが残らないよう対応してもらった為、

今 日 は 刈 り

残 し 部 分 の

見 直 し も 少

な く ス ム ー

ス に 終 え る

こ と が で き

た。 

２週に及ぶ作業で、皆さん本当にお疲れさま

でした。「平城宮跡休耕田」の草刈りは開始して

から既に 5 年が経過、その間参加しているメン

バーはほぼ同じなので、4～5 歳年を重ねたこ

とになる。後期高齢者が多い中で体力的にも心

配されたが、天候に恵まれ、無事終了すること

ができました。（完） 

「平城宮跡休耕田」草刈りレポ 
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佐保川小学校学習支援 

自然観察学習支援レポ（春） 

小島 武雄 

 5 月 11 日（月）快晴で気温は 25 度の夏日、

背中に陽が当たると暑いぐらいです。 

今回は学校の防災訓練があり、いつもの２時

限始まりではなく １時限 8 時 40 分〜45 分 

2 時限 9 時 30 分〜45 分になり、朝早い集合

時間となりました。 

朝 8 時には校庭に当会スタッフ 6 名が集ま

り、観察予定の樹木（20 種類）の根元に説明用

に写真や見本が入った資料を置いていきます。

４年生 36 名と 37 名の 2 クラスですが、今日

は欠席が多くて、33 名と 27 名それぞれ 3 班

に分かれました。元気いっぱいの子どもたちが

集まり、スタッフの自己紹介の後、早速スター

トです。 

 

  

  

 

 

 

最初に、＜クスノキ花＞と芽吹いたばかりの

鮮やかな緑の若葉に落葉する赤い葉が少し混じ

り、とても綺麗、柔らかな葉を手に取りいつも

の匂い確認です。「なにこれ！鼻がスーッとする」

の驚きの声が聞けました。 

＜クヌギの雄花＞、葉のギザギザと見本のドン

グリと殻斗を見せると「ウワーッ大きい」と声

が上がります。 

＜いっぱいの黄色と、紫のハナショウブ咲く浅

い池＞にはメダカが水面を揺らしています。 

＜イロハモミジ＞の赤いタネが上を向いてい

るのを見て、秋には茶色で下向きになりヘリコ

プターになるとの説明に、首を傾げる子も。ち

ゃんとイロハ二ホへトが言える子もいました。 

＜ビワ＞には沢山緑の実がなっているのを見

つけてくれました、大きく黄色くなったら食べ

られるよの説明には何日頃か？と食いついてき

ます。 

＜ウメ＞にも沢山実がなっています。「まだ緑

色のうちは毒だよ」に慌てて手を引っ込める子

どもたちも。 

 次は校庭の際まで、皆でかけっこです。そこ

にある高いフェンスには、スイカズラの蔓とミ

ツバアケビの蔓が競争するかのように伸びてい

ます。 

＜スイカズラの白い花＞は今まさに満開です。 

＜ミツバアケビ＞には小さな実が一つありま

した。これも大きくなったらパカッと割れて中

の白い実が食べられるようになるよと言うと、

フェンス上の方まで見上げています。 

＜キリ＞は、何時も切られてなくなっているこ

とが多いのですが、今日は、うちわのような大

きな葉を広げて見せてくれました。何時ものよ

うに小さな丸太を持って軽いキリとの重さ比べ

をします。 

＜オオシマザクラ＞にも小さな赤いサクラン

ボが沢山実っています。 

＜一本ある雌木のヤマモモの木＞には、もう直

ぐ食べ頃になる実が沢山ついていました。今年

の校庭は、これまではとは様変わりで観察の木

にも実が沢山なっているのが不思議でした。 

最後に、「また秋もここでやるよー、今日覚え

た木の名前を聞くからねー」とおどかしておき

ました。 

  

  

 

 

 

 

    

（クスノキの下で）        

持参したドングリ 
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自然教室担当 小島 武雄 

田代先生と歩く春の自然観察会です。JR「三

郷駅」から龍田古道沿いに亀の瀬を通り「河内

堅上駅」まで植物や昆虫などを観察しながら歩

きます。5 月 18 日（月）快晴、本日の奈良市

予想気温 33 度。５月とは思えません熱中症厳

重注意です。10 時集合、会員のお友達を含めて

11 名の参加。田代先生はいつもの笑顔で現れ

ました。早速に観察のスタート、すぐに駅舎の

天井に張り付いた燕の巣に注目。よくある巣と

は明らかに違います。とっくり型をしています。

狭い入り口からコシアカツバメが出入りします、

ピクピクと尻尾の先が出ていました。すぐ横に

はドロバチの巣も張りついていました。 

 線路敷に沿っていくと、ナヨクサフジが沢山

咲いています。紫と白の小花が房状に咲く、マ

メ科の外来種で河川敷に繁殖して種が弾けない

ので、草刈りで広がっていくそうです。ヤエム

グラの葉の規則正しい出方や８枚うち２枚は托

葉とのことですが、ちょっと難しい。竹林では

枝を切って、中空のマダケとハチクとの見分け

方を教わりました。 

    

（ナヨクサフジ）  （妖精？ユキノシタ） 

ユキノシタ（ダイモンジソウ）の花が可憐に

咲いています。ルーペで見ると白い花弁と紫と

黄色のある花弁がまるで妖精のようです。登り

道の途中、峠八幡神社に立ち寄ります、建物の

基礎の高さが異なり、地滑りの影響でずり落ち

たのがよく解ります。オーストリアから来たブ

ラシの木の赤い花が目につきました。枯れたよ

うな古い実を見つけ、これは何年も追加して残

し、いつか火事の時に弾けて焼け跡に広がる不

思議な火事待ちの木。センダンの木の下でミズ

キ科の特徴で葉をちぎれば糸を引き、人には毒

でも、ヒヨドリは食べる事。コガタスズメバチ

の巣を見つけました。今は女王蜂がまだ１匹で

作業しているので、小さなとっくり型をしてい

ます。 

お昼に新しくできた「亀の瀬地すべり歴史記

念館」で昼食と地滑りの話の予定でしたが、ま

さかの休館日。トイレも使えず焦りました。幸

い、近くの公共施設のご厚意で綺麗なトイレを

利用でき、助かりました。神社の鳥居のそば、

川の流れを見ながら昼食休憩。 

午後の観察は亀石を見て出発。石垣のサボテ

ンに目をやり、ベンケイソウ（オボロツキ）は

夜に二酸化炭素を取り込み蓄え昼間に光合成を

すること。観察は、皆が入れる木陰の下を探し

て行います。時々大和川からの風が涼しい風を

運んでくれ、ちょっと一息。 

   

 （日陰で観察）  （先生の話に集中） 

どんどん歩いていきます。ところどころにあ

るお地蔵さんを見つけては、先生、前掛けをめ

くって見せてくれます。必ずヤモリがいるそう

で、今回は１００％でした。 

先生持参のイラストから、ツツジの花の説明。

昆虫に蜜のありかを教える蜜標（濃い斑点）、蜜

はどこにあるのか？ 花の根元の断面図を見て、

蝶々が吸いその時に粘着質の花粉を付ける事を

思い浮かべます。最後にシランの花で、何度も

花粉の塊が降りてきて虫につける実演をしてく

ださいました。２時頃に「河内堅上駅」に到着。

植物から、虫、地滑りの痕跡など数えると４６

種の不思議を教わりました。５月とは思えない

暑さで疲れましたが、大満足でした。 

自然観察会 

龍田古道沿いレポ 
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私のふるさと 

「横浜市歌の中に生きる故郷」 
 

近藤 結美 

 横浜と聞いて、私が真っ先に思い浮かべるの

は「横浜市歌」です。 

皆さんは自分の生まれ育った街の歌を覚え

ていますか？ 

 

わが日の本は島国よ 

朝日かがよう海に 

連りそばだつ島々なれば 

あらゆる国より舟こそ通え 

されば港の数多かれど 

この横浜にまさるあらめや 

むかし思えばとま屋の煙 

ちらりほらりと立てりしところ 

今はもも舟もも千舟 

泊るところぞ見よや 

果てなく栄えて行くらんみ代を 

飾る宝も入りくる港 

これは「横浜

市歌」の歌詞

です。 

横浜で生ま

れ育った者は、

おそらく大半

の人がこの歌

を歌えるはず

です。小中学

校の行事のたびに校歌とセットで歌うのが当た

り前、そんな環境で育つからです。 

 しかし、私にとって、この歌は子供の頃の思

い出だけではありません。定年退職を迎えるそ

の日まで、市歌を歌う環境にあり、今思えば人

生の伴走者のような存在だったと感じています。 

 この横浜市歌を作詞したのはあの文豪「森鴎

外」です。鴎外の足跡は横浜から遠く離れた奈

良の地にも及んでいて、鴎外は晩年、現在の「奈

良国立博物館」の館長を務め、正倉院の宝物調

査にも心血を注いでいました。 

 横浜の誇りを歌詞に込め、一方で奈良の静か

で穏やかな美を愛した鴎外。そんな鴎外の歩み

は、私の歩んできた道とも重なり、遠い存在の

はずの文豪が今はとても身近に感じられます。 

 私は横浜市北部の港北区（現在の緑区）で育

ちました。小学生の頃は木造校舎で学び、放課

後には近所の田畑でオタマジャクシやザリガニ

を探し、ゴム跳びや缶蹴りなどで遊ぶ活発な女

の子でした。 

 たまの休日に

は、家族で市電

に揺られ横浜駅

にあるデパート

に出かけるのが

何よりの楽しみ

で、デパートの

レストランでの

食事や、活気ある街の風景は、今も淡い記憶の

中に残っています。 

あ の 活 発 だ っ

た子供時代から

60 年の長い月

日が流れ、ザリ

ガニを採った田

畑に住宅が建ち

並び、みなとみ

らいには高層ホ

テルや遊園地が

イルミネーショ

ンで煌めき、空

にはゴンドラが走り、街の姿は一変しましたが、

私にとっての横浜は今でもあの頃の風景であり

続けています。 

 仕事に励んだ日々も幼い頃の記憶も、横浜市

歌のメロディーに溶け込んでいるのです。 
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中井 弘 

黒部渓谷源流はダム湖の黒部湖を境に、上流

は「奥の廊下」「上の廊下」、下流は「下の廊下」

と呼ばれている。廊下とは両岸の垂直の岩壁を

壁に見立てて名付けられたようだ。我々が遡行

したのは上の廊下であるが、両岸が迫った流れ

の早い厳しい渓流である。薬師沢の出会いまで

の区間には上と下の「黒ビンカ」など難所があ

る。技術的には登攀の要素は少ない。以下は

1999 年 8 月、山岳会 6 人による「上の廊下」

遡行の記録である。 

入渓期間中、一時小雨が降ったが幸いひどい

増水にはならず、滝、釜、廊下、淵、瀞などを

泳ぎ、ザイルを張ったり何とか遡上することが

できた。入渓初日、黒部湖畔の「平の渡し」を

右岸に渡り、「奥黒部ヒュッテ」の広場にテント

を張った。 

二日目、あこがれの黒部川「上ノ廊下」に足

を踏み入れた。川原から見ると、行く手に朝日

を受けた大岩壁が威圧感をもって聳え立つ。こ

の基部を徒渉するのが上ノ廊下遡行のスタート

である。巨大な岩壁を、先人によって打込まれ

た残置ハーケンを利用してザイルを張る。流水

は腰辺りまであり、流れは思ったより激しい。

花崗岩の川床に流れる黒部川の水はエメラルド

グリーン。太陽の光は川底まで透過し、激流に

研磨された小石のひとつ一つがはっきり見えて

美しい。 

「口のタル沢」の大きな淵が難関である。岩

壁につかまり、胸まで浸かって徒渉する。N 君

（赤ヘル）が激流に足をすくわれてザックを背

負ったまま流された。泡立ちが激しく流れは速

かったが、ザイルを張っていたので流れから脱

出できた。 

「中のタル沢」を過ぎると「上ノ黒ビンガ」

だ。左岸に続く黒い大岩壁が圧巻である。また

草付きのルンゼに落ち込む苔むしたスダレ状の

滝が美しい。「金作谷」出会いの流れをザックの

浮力で泳ぎ渡った。私はザイルを頼りに泳いだ

が川の流れは速く、脚に絡みつき数メートル下

流に流され相当水を飲まされてしまった。 

しばらく砂場や岩床を歩き、左岸の灌木の生

えた台地を今日のピバーク地としてテントを張

った。焚火を囲んで衣服を乾かしながら菊正宗

を飲る。冷たい沢には熱燗が似合っている。 

翌朝。高曇りだ。出発してすぐ両岸が切り立

った岩壁に挟まれたゴルジュとなる。谷は狭く

なり両岸は激流によって磨かれた高い壁が数 m

ほどの高さで続く。ナメ滝を過ぎ、徒渉を楽し

みながら上流へ遡って行った。へつり、小さな

高巻きを繰り返す。連続した渓谷風景は渓流の

侵食、流れる水の力で出来たもので圧巻だ。 

赤ペンキ印がある高天原への登山道にやっ

と出た。歩き続けてうんざりしてくるころ、薬

師沢の出会いに建つ薬師沢小屋に着いた。予定

では黒部源流を更に遡行して黒部川の「奥の廊

下」当たりにテントを張る予定だったが、雨が

本降りとなってきたため危険があり小屋泊まり

に変更した。 

渓谷の美しさは渓の遡行とともに刻々と様

相が変わり、森林や両岸の地形、渓の流れの豪

快さが総合して見られることだと改めて実感し

た。 

薬師沢小屋で

は、黒部川源流

の水を沸かした

風呂に入り、ス

トーブで乾かし

た服に着替えた

後のビールは、

上ノ廊下遡行の

満足感もあって

実 に う ま か っ

た！（写真は「上

の廊下」遡行中） 

回想の山旅 
黒部渓谷源流・「上の廊下」遡行の記憶 
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掲載作品はホームページではカラーでご覧いただけます。皆さまからの作品のご応募をお待ち

しております。絵画・陶芸・写真・墨絵・手芸・パッチワーク・切り絵・自然工作など。 

陶芸 ちょっと警戒！ 小島武雄 

陶芸 粘土遊び 桜木晴代 
写真 ならやまの鍾馗様 木村裕 

パステル画 朝霧 有元康人 
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行 事 案 内  

 春の感謝祭（じゃがいも祭り） 

 有元 康人 

日 時：6 月 25 日（木） 

予備日 7 月 2 日（木） 

メニュー：ご飯（黒米入りご飯） 

カレー： ルーカレー等 

サラダ： 野菜サラダ 

デザート：フルーツポンチ 

注）カレーとサラダ、デザート用皿、スプーン

をご持参ください。 

    ◇   ◇   ◇   

春の感謝祭は、ならやまの農作物の収穫と、

エコグループの収穫までの努力に感謝を表すた

めの行事です。 

 今年の 6 月は、梅雨が早まるとの長期予報が

あり、外気温の上昇と高湿度の中での活動にな

りそうです。そのような環境を吹き飛ばすよう

な『春の感謝祭』をカレーやデザートを味わい

ながら、楽しい一時を楽しみましょう。 

確認はできていませんが小山さんオリジナ

ルなスパイスカレーがメニューに加わることを

期待します。 

ならやまで収穫したじゃがいもや玉ネギで

作ったカレーと野菜サラダ、さらに昨年水田で

収穫した黒米入りご飯、おいしいに決まってい

ます。足らない食材の買い出しや当日の準備、

調理、配膳、後片付けなど、最後まで皆で協力

して行いましょう。 

最後に全員参加のコーラスで締めくくり。  

 

   

   

  

 

高間 祥子  

「きのこ」と言えば「秋」と思われがちです

が、適度の湿り気があれば夏にもたくさんのき

のこが発生します。イグチとテングタケの仲間

の多くは、カサと柄がありわかりやすい特徴が

あります。 

イグチの仲間 

カサの裏側が「ひだ」では

なく、目の細かいスポンジみ

たいになっていたら、「イグ

チ」です。太くて丈夫な肉質

の柄を持ち、傷つけるとあっという間に青や黒

に変色するものも多いです。種名まで同定する

のは難しいですが、道端に生えているきのこに

柄があり、裏側がスポンジ状だったら、「イグチ

だよ」とカッコよく教えてあげましょう。 

テングタケの仲間 

これらの多くは マツ やブナの根と共生して

いるので、その近くに発生します。例外はあり

ますが、「つば」（カサの下のリング状の組織）

と「つぼ」（根元の袋状の組織）を持ち、「ひだ」

が白色なら、だいたいテングタケの仲間です。

ドクツルタケのように致命

的な毒性を持つ種も多く、怖

い印象がありますが、真っ赤

なタマゴタケは食べられる

美味しいきのこです。ただし

似ている 有毒きのこがあります。ベニテングタ

ケは赤いカサに白いイボがたくさんついていて、

タマゴタケのツルッとしたカサとは違いますが

、白いイボは雨などでとれることがあるので、

イボの有無だけで同定はできません。 

日照り続きの後、まとまった雨が降ったら大

発生することがあります。次の日には小さいき

のこ、3～4 日後には大きなきのこも…その頃

山に入ることがあれば、探してみてくださいね。 

きのこだより 

   夏のきのこ 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%84%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%8A%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B1%E7%94%9F
https://pedia.3rd-in.co.jp/wiki/%E3%83%89%E3%82%AF%E3%83%84%E3%83%AB%E3%82%BF%E3%82%B1
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開催日：4 月 25 日 

Ⅰ．会計・総務より                 

・会員動向：会員数 128 名（家族会員 12 名） 

・会計：4 月度収支は 黒字（88,811 円） 

Ⅱ．活動・行事に関する議題・懸案・確認 

 1．3 ヶ月スケジュール検討・確認 

 ・5/11 佐保川小学校学習支援 

 ・6/4 佐保台小学校田植え（36 名参加） 

 ・7/11 里山で遊ぼうイベント 

 ・蕎麦クラブは 7/4 に変更  

 2．ならやまプロジェクト関係 

 ・佐保自然の森・平城京跡草刈りの日程確認 

 ・カイガラムシ対策：当面自然環境に委ねる 

 ・動力機の一斉点検でエンジンオイル交換済  

  （今後は計画的に各機器所管の G で実施） 

 ・5/21（木）ロープワーク講習会 

3．イベント関連  

・4/2 ならやま桜祭り（新人歓迎会） 

・4/9 春のならやま観察会（22 名参加） 

Ⅲ．助成金関係 

 ・進捗状況、申請状況確認  

Ⅳ．特定議題 

 ・ 奈良市の里山イベント実施（9/26） 

（植樹は必須、里山体験、飯盒炊さんなど

を提案） 

 ・10 月の朝日親と子の自然環境学習は開催

中止の可能性があり、その場合には 11 月

のこどもゆめクラブを稲刈りに変更 

 ・総会要項、総会資料、予算案 

  総会：5/19 西部公民会 5 階第二講座室 

  懇親会：かごの屋（新大宮） 

Ⅴ．広報関係 

 ・会報誌の編成、執筆者の確認 

Ⅵ．報告・連絡事項、その他 

 ・月例研修会（巨勢の道・水泥古墳） 

 ・自然教室（5/18 龍田古道 田代先生） 

次回 5/26(火)西部公民館 14:30～ 

ならやま作業の木曜日の夕方、

天ぷらをアテに家飲みをするこ

とが多い。ならやまの椎茸や野菜

を具に、小型のフライヤーで揚げながら飲むの

が至福の時だ。 

特に春先は山菜が豊富でありがたい。今年の

フキノトウは不作だったが、良い香りを出して

くれた。続いて、みつば、タンポポ、タラの芽、

鷹の爪、コゴミ、ウドと、山菜ではないがタケ

ノコと毎週楽しませてくれている。タケノコを

含めて当日食べるには、洗って水気を切るだけ

で天ぷらにでき、手間もかからず、楽しい。 

コゴミは実りの森の片隅で栽培もしていて、

沢山ありおひたしとしても食べている。以前は

山菜のことはあまり知らなかった。山菜のこと

を色々知っただけでも当会に入った甲斐を感じ

る。 

最後に天ぷらを揚げることで知った裏技を

ひとつ。揚げる前から最後まで、天ぷら油に梅

干しを１つ入れておく。それだけで油の劣化が

抑えられ、何回でもつかえるようになる。 

************************************** 

   
 
＊ならやま活動  7/2 協働活動日   

＊山の日・川の日イベント  

7/11（里山で遊ぼう）予備日 7/12      

 

   

 

 

 
 

 

 

 

表紙写真：エコ G 総出。仲良くジャガイモ畑の

除草と土寄せ作業中です。（大きくなーれ、おい

しくなーれ）。 

2026 年 5 月度 幹事会報告 

  

 

7 月ならやま活動＆行事予告 

発行：奈良・人と自然の会 
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会員動向（敬称略） 

＜退会者＞ 4/30  池田 信明 
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